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「学校教育キャッチアップ講座」募集要項 

Ｉ．はじめに 

鹿児島大学では平成 21年から令和 3 年の 13 年間、教員免許更新制に基づく教員免許状更

新講習を実施し、延べ約 67,000 名の修了生を輩出してきました。教員免許更新制が令和 4 年

7 月 1 日から発展的に解消されたことに伴い、令和 5 年度からは「学校教育キャッチアップ

講座」として、教員研修事業を継続して実施いたします。 

本講座は潜在教員や再任用教員等の方々が、学校教育の最新動向を吸収し教職の基本を再

確認して、自信をもって教壇に立つことができるように、鹿児島大学教職大学院・教育学部・

附属学校の教員が講師を務めて展開していきます。具体的には、｢教育の最新事情と基盤｣、

｢特別活動・総合的な学習の時間｣、｢家庭・地域との連携・協働｣、｢発達心理と生徒指導・教

育相談｣、｢進路指導・キャリア教育」、「教育の情報化」、「国際理解・異文化理解」、「道徳教

育」、｢特別支援教育｣、「教科指導の最新事情」の 10 科目について、計 60 時間の講習を実践

的かつ体系的に学んでいただきます。また、「履修証明制度」のもと修了者に履修証明書を交

付し、プログラムの内容と質を保証します。 

本募集要項では、本講座の受講生を以下の要領で募集します。 

 

 

Ⅱ．募集について  

１．募 集 人 員  

 第１期（令和 5 年 6月 17 日～令和 5年 9月 2 日） 40 名 

 第２期（令和 5 年 10 月 21 日～令和 6年 1月 27 日） 40 名 

 ※定員を超える応募があった場合は書類選考を行います。 

  

２．受講対象者  

 以下の①または②に該当する方を受講対象とします。 

①教員免許（小学校・中学校）保持者 

②鹿児島県教育委員会「かごしまの先生スタートプログラム」（照会先は県教育庁教職員課 

Tel 099-286-5256）へ応募し、推薦を受けた者 

  

３．受講料  

60,000 円 

 ※入構車両パスカードの購入を希望される場合、別途実費負担となります（４ヶ月分の

4,900 円；鹿児島大学交通規則に基づく審査を経て入構証及びパスカードを発行します）。 

 ※受講料等、お支払後の返金は一切致しかねますのでご了承ください。 
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４．会場と受講方法 

 会場は、鹿児島大学（郡元キャンパス）教育学部の教室を予定しています。 

 受講方法は、対面式講習を基本とし、新型コロナウイルス感染対策に十分に配慮した上で

プログラムを実施します。なお、新型コロナウイルス感染症が拡大した場合は、Zoom 等によ

る遠隔講習となる場合があります。 

  

５．ロイロノートの使用 

 講習資料の受け取りやレポートの提出等は、授業支援アプリ「ロイロノート」を用いて行

います（予定）。操作方法は、各期の初日に説明いたします。 

  

  

Ⅲ．申込手続き 

 鹿児島県教育委員会「かごしまの先生スタートプログラム」の推薦を受けた方（１ページ

の受講対象者②の方）は、別途、鹿児島県教育委員会の案内にしたがってください。それ以

外の方は、以下１〜４の内容で手続きをしてください。 

 

１．募集期間  

 〇第１期：令和 5 年 4月 14 日（金）～令和 5年 5 月 9日（火）当日消印有効 

 〇第２期：令和 5 年 8月 9 日（水）～令和 5年 9 月 13 日（水）当日消印有効 

  

２．申込方法 

（１）申込書類の入手方法 

受講申込書（様式１）は、本募集要項の５ページにあります。 

宛名ラベルは、本募集要項の６ページにあります。 

 なお、本講座の専用ウェブページからもダウンロードできます。 

   https:// www.life.kagoshima-u.ac.jp/rena/ 

（２）申込書類及び提出方法 

 「受講申込書（様式１）」と「宛名ラベル」を郵送してください。 

  

３．申込書類の提出先  

〒890-0065 鹿児島市郡元 1－20－6 

「学校教育キャッチアップ講座」宛 

鹿児島大学教育学部学生係 

管理棟・理系研究棟 1階 

（地図：https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/campusmap.html#01）【建物Ａ－７４】  
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４．申込上の留意事項  

（１）申込みについては、郵送に限ります。 

（２）封筒の表に「学校教育キャッチアップ講座受講申請書在中」と朱書してください。  

（３）申請書類の不備な物は受け付けられませんので、記載には十分ご留意ください。 

 

５．受講者の決定方法  

 受講者の選抜は、受講資格を満たしているか確認のうえ決定します。定員を超える応募が

あった場合は書類選考を行います。 

  

６．受講者の決定通知  

各期第１回目の 20 日前頃までに本人へ通知（文書発送）します。なお、１ページの受講対

象者②の方は、県教育委員会から別途通知します。 

  

７．受講料の納入  

６の通知の指示により、指定期日までに受講料を納入してください。 

 

 

Ⅳ．カリキュラム・修了要件 

１．開講期間  

○第 1 期 令和 5 年 6月 17 日（土）～ 令和 5年 9 月 2日（土） 

 ○第 2期 令和 5 年 10 月 21 日（土）～令和 6 年 1 月 27 日（土） 

 

２．講習科目と内容・日程 

本募集要項 7〜13 ページの「講義概要」をご覧ください。 

 

３．修了要件  

総時間数 60 時間の講習全てに出席して、各科目で設定されたレポート課題を全て提出し、

合格と判断されることが修了要件となります（鹿児島大学の特別の課程における履修証明

プログラム関する規則に準じる）。なお、欠席された場合には、各科目講師が指定する代替

課題を適切に提出すれば（但し総時間数の３分の１を上限とします）、出席と認めます。 
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Ⅴ．実施体制  

 実施部局 ： 教育学部 

 実施責任者： 有倉 巳幸（教育学部長） 

 実施代表者： 関山 徹（准教授） 

 担当講師 ： 小屋敷 浩昭（教授）、岩本 伸一（教授）、関山 徹（准教授）、 
        髙谷 哲也（准教授）、廣瀬 真琴（准教授）、髙瀬 和也（助教）ほか 

 

 

 Ⅵ．その他  

１．修了証明について 

 定められた修了要件を満たした受講者には、履修証明制度のもと、｢履修証明書｣を交付し

ます。（後日郵送） 

  

２．単位の授与の有無について 

 本講座修了者への単位の授与はありません。 

  

３．個人情報の取り扱いについて 

 申込に際し、ご記入いただいた個人情報は、受講申込の確認、連絡、名簿作成、受講者の

統計以外の目的に使用いたしません。（本人の了承を得た県教育委員会への情報提供も含む） 

  

４．新型コロナウイルス感染症拡大時の対応について 

 実施期間中にコロナウイルス感染症が拡大した場合、Zoom 等による遠隔講習または、延期

の措置をとることがあります。 

  

５．問い合わせ先 

「学校教育キャッチアップ講座」担当 

〒890-0065 鹿児島市郡元 1－20－6 

鹿児島大学教育学部学生係 

電話：099-285-7714  Fax：099-285-7735 

E-mail：catch-up@kuas.kagoshima-u.ac.jp 

受付時間：9 時～17 時（※土日・祝祭日の受付は行いませんのでご注意ください。） 

地図：https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/campusmap.html#01 
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［様式 1］ 

受 付 番 号 

※事務局記載 

  

令和   年   月   日 

 

令和５年度「学校教育キャッチアップ講座」受講申込書 

（ふりがな） 

氏 名 

 

 

連絡先 

住所 
〒 

 

電話番号  

電子メール  

生年月日等 
 西暦     年   月   日 生まれ 

 満年齢   歳（※令和５年４月１日現在） 

保有免許状 

（校種・教科等） 

 

 

 

※免許状の写しを添付してください 

希望の校種別コース 

［  ］小学校、［  ］中学校（教科名：    ） 

 ※該当するほうに○印を記入してください（中学校の場合は教

科名も） 

教職歴 

（勤務校等） 

 

 

 

 

 

 

県教育委員会への情報提供 
［  ］可 ［  ］不可 

 ※該当するほうに○印を記入してください 

入構車両パスカードの 

購入希望 

［  ］有 ［  ］無 

 ※該当するほうに○印を記入してください 

※車での通学（本学への入構）を希望される場合は別途実費負担となります。 

(鹿児島大学交通規則に基づく審査を経て、入構許可証及びパスカードを発行します) 

※申込書類等に記入していただいた個人情報は、受講申込の確認、連絡、名簿作成、受講者

の統計以外の目的には使用いたしません。（本人の了承を得た県教育委員会への情報提供も

含む） 
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学生係
099(285)7714

１ ※欄は記入しないこと。

２ 履修証明プログラム関係書類を受け取る際の郵便番号，
住所及び氏名を，ていねいに記入すること。
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鹿児島大学履修証明プログラム「学校教育キャッチアップ講座」

◆ 【第１期】の科目・テーマと実施日程
※1時限（9:00〜10:30）、2時限（10:45〜12:15）、3時限（13:15〜14:45）、4時限（15:00〜16:30）
 （但し、初回と最終回は開講式・閉講式を行うため17時終了となり、各時限の時間帯も変則的になります）
※開講式：6月17日（土）9:00 、閉講式：9月2日（土）４限終了後

    ※各科目・テーマを実施する日付・時限は変更する場合があります

科目名 テーマ 時間

制度改革の動向と教育公務員とし
ての服務

1.5 6月17日 （土） 1 限

人権教育の深化 1.5 6月17日 （土） 2 限

学力・授業のあり方の変容 3.0 6月17日 （土） 3,4 限

教師の成長・やりがいにみられる
特徴と課題

3.0 6月24日 （土） 1,2 限

保健指導の強化 1.5 6月24日 （土） 3 限

組織的対応の重要性と安全管理・
危機管理

1.5 6月24日 （土） 4 限

②特別活動・総合的な学習の
 時間

特別活動・総合的な学習の時間 1.5 7月1日 （土） 1 限

③家庭・地域との連携・協働 家庭・地域との連携・協働 1.5 7月1日 （土） 2 限

発達心理 1.5 7月1日 （土） 3 限

学校カウンセリング 1.5 7月1日 （土） 4 限

いじめ・不登校への対応 6.0 7月15日 （土） 1,2,3,4 限

学級経営 1.5 7月22日 （土） 1 限

⑤進路指導・キャリア教育 進路指導・キャリア教育 1.5 7月22日 （土） 2 限

教育の情報化：概論 6.0 7月29日 （土） 1,2,3,4 限

教育の情報化：授業づくり 6.0 8月19日 （土） 1,2,3,4 限

⑦国際理解・異文化理解 国際理解・異文化理解  1.5 7月22日 （土） 3 限

⑧道徳教育 道徳教育 1.5 7月22日 （土） 4 限

⑨特別支援教育
特別支援教育
（校種ごとに実施）

6.0 8月5日 （土） 1,2,3,4 限

教科指導の最新事情：概論
（校種ごとに実施）

6.0 8月26日 （土） 1,2,3,4 限

教科指導の最新事情：授業づくり
（校種ごとに実施）

6.0 9月2日 （土） 1,2,3,4 限
⑩教科指導の最新事情

‒ 7 ‒

実施の日付・時限（予定）

講義概要（令和５年度）

①教育の最新事情と基盤

④発達心理と生徒指導・教育
 相談

⑥教育の情報化
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◆ 【第２期】の科目・テーマと日程
※1時限（9:00〜10:30）、2時限（10:45〜12:15）、3時限（13:15〜14:45）、4時限（15:00〜16:30）
 （但し、初回と最終回は開講式・閉講式を行うため17時終了となり、各時限の時間帯も変則的になります）
※開講式：10月21日（土）9:00、閉講式：1月27日（土）４限終了後

科目名 テーマ 時間

制度改革の動向と教育公務員とし
ての服務

1.5 10月21日 （土） 1 限

人権教育の深化 1.5 10月21日 （土） 2 限

学力・授業のあり方の変容 3.0 10月21日 （土） 3,4 限

教師の成長・やりがいにみられる
特徴と課題

3.0 10月28日 （土） 1,2 限

保健指導の強化 1.5 10月28日 （土） 3 限

組織的対応の重要性と安全管理・
危機管理

1.5 10月28日 （土） 4 限

②特別活動・総合的な学習の
 時間

特別活動・総合的な学習の時間 1.5 11月4日 （土） 1 限

③家庭・地域との連携・協働 家庭・地域との連携・協働 1.5 11月4日 （土） 2 限

発達心理 1.5 11月4日 （土） 3 限

学校カウンセリング 1.5 11月4日 （土） 4 限

いじめ・不登校への対応 6.0 11月18日 （土） 1,2,3,4 限

学級経営 1.5 11月25日 （土） 1 限

⑤進路指導・キャリア教育 進路指導・キャリア教育 1.5 11月25日 （土） 2 限

教育の情報化：概論 6.0 12月2日 （土） 1,2,3,4 限

教育の情報化：授業づくり 6.0 12月16日 （土） 1,2,3,4 限

⑦国際理解・異文化理解 国際理解・異文化理解  1.5 11月25日 （土） 3 限

⑧道徳教育 道徳教育 1.5 11月25日 （土） 4 限

⑨特別支援教育
特別支援教育
（校種ごとに実施）

6.0 12月23日 （土） 1,2,3,4 限

教科指導の最新事情：概論
（校種ごとに実施）

6.0 1月20日 （土） 1,2,3,4 限

教科指導の最新事情：授業づくり
（校種ごとに実施）

6.0 1月27日 （土） 1,2,3,4 限

‒ 8 ‒

⑩教科指導の最新事情

※各科目・テーマを実施する日付・時限は変更する場合があります

実施の日付・時限（予定）

①教育の最新事情と基盤

④発達心理と生徒指導・教育
 相談

⑥教育の情報化
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◆各科目の概要 

 

①教育の最新事情と基盤 

 学習指導要領の改訂をはじめとする学校教育の最新事情について理解し、教職に関わる

基本事項について再確認した上で、今後の教育実践にむけての大局的な視点をもつことを

目的とします。具体的には、制度改革の動向、服務規律、人権教育、カリキュラムマネジ

メント、アクティブラーニング、教師の成長・やりがい、保健指導（新型コロナ対応・ア

レルギー・食育等）、組織的対応、安全管理・危機管理について取り上げていきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 最近の教育をめぐる状況について学ぶとともに、時代の変化の影響を受けない教育の本

質部分は何であるかについて改めて考えてみましょう。 

 

②特別活動・総合的な学習の時間 

 特別活動および総合的な学習の時間の意義や特色を確認し、それらの実践をデザインす

る方法について理解を深めることを目的とします。実践事例等を取り上げながら、学習指

導要領との対応関係に留意して学びを深めていきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 特別活動および総合的な学習における学びを充実させていく上で、どのような現代的意

義等が求められていれるかを再確認するとともに、具体的な実践の仕方について考えてい

きましょう 
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③家庭・地域との連携・協働 

 教育基本法の改正とともに新たに第 13 条（学校、家庭及び地域住民その他の関係者は、

教育におけるそれぞれの役割と責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるも

のとする）が制定されました。その趣旨について理解を深めることを目的としつつ、その

実践の仕方について実践事例等を通じて学んでいきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 学校と地域をとりまく社会の変動を踏まえながら、学校と家庭・地域との連携のあり方

について構想してみましょう。 

 

④発達心理と生徒指導・教育相談 

 子どもの発達過程と近年の子どもの育ちの現状を踏まえながら、多角的・効果的に児童

生徒を理解・支援して学級経営を行うための理論と方法を学ぶことを目的とします。チー

ム支援の観点に留意しながら、発達心理、いじめ・不登校への対応、学級経営、学校カウ

ンセリング（子ども・保護者・教師との共感的・受容的な関わり）について取り上げてい

きます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 令和 4 年 12 月に「生徒指導提要 改訂版」が公開されました。さまざまに内容が刷新さ

れましたが、特に発達支持的生徒指導とチーム支援の重要性が強調されています。これら

のキーワードを中心に、生徒指導・教育相談・学級経営等のあり方を再検討してみましょ

う。  
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⑤進路指導・キャリア教育 

 最近のキャリア発達理論の考え方を通して、進路指導・キャリア教育をどのように進め

ていくかについての理解を深めることを目的とします。演習等をまじえながら、生きる意

味や働く意味を問い直すための自己理解、意思決定、目標設定・行動の実際等の契機につ

いて取り上げていきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 予測困難な時代を生きる子どものためにどんな教育が求められているのか、進路指導・

キャリア教育の観点からとらえ直してみましょう。 

 

⑥教育の情報化 

 学習指導要領等の動向を踏まえつつ、ICT を活用した授業改善等（プログラミングや情

報モラルを含む）に関する理解を深めることを目的とします。タブレット型情報端末や学

習支援ソフト（ロイロノート）を用いた授業づくり（演習）や活用事例の分析等を通じて、

実践的に学んでいきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 GIGA スクール構想によって 1 人 1 台端末環境が整備され、教育における ICT 活用がま

すます期待されています。高度情報社会を生きていく子どもにどのような情報活用能力を

育成していくか、そして、そのために教師がどのような役割を担うべきかについて考えて

いきましょう。 
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⑦国際理解・異文化理解 

 国際理解や異文化理解に関する教育が必要とされてきた背景・現状と理念について知り、

その実践方法について理解することを目的とします。基本事項を再確認するとともに、実

践事例等を紹介しながら、そのねらいや成果、課題について分析していきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 昨今においては地方都市であっても広い視野をもって異文化を理解し、異なる考え方や

習慣を持った人々とともに生きていくことが求められています。グローバル化に応えてい

くために、どのような教育が必要であるか考えていきましょう。 

 

⑧道徳教育 

 これまでの道徳教育が「特別な教科としての道徳」として位置づけ直されたことを踏ま

え、その指導のあり方についての理解を深めることを目的とします。内容としては、多様

で効果的な指導方法への改善方策や、子どもたち 1 人ひとりの良さを伸ばして成長を促す

授業のあり方について取り上げていきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 多発するいじめや多様で激変する時代の中で、どのような道徳心を子ども達に育んでい

けばよいか、そしてそれを学校教育のなかでどのように展開していけばよいか再検討して

みましょう。 
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⑨特別支援教育 

 特別支援教育の最新事情について知るとともに、子どもが主体となって学習に参加する

授業づくりや、そのための授業研究・事例研究の方法等について理解を深めることを目的

とします。基本事項を踏まえた上で、校種別（小学校・中学校）に学んでいきます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 一人ひとりの教育的ニーズに応じた授業・活動や、共生社会の実現に向けた心のバリア

フリーについて、考えていきましょう。 

 

⑩教科指導の最新事情 

 新しい学習指導要領の趣旨を的確に理解して、それを授業づくりに活かせるようになる

ことを目的とします。内容としては、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力など」「学

びに向かう力、人間性など」の３つの柱からなる「資質・能力」を総合的にバランスよく

育んでいく方法について、その理論的枠組みを理解するとともに、校種別（小学校・中学

校）に指導案づくり等を通じて学んでいきます。また、小学校教員を目指す方々には、小

学校英語教育についても取り上げます。 

［受講者へのメッセージ］ 

 新学習指導要領の「見方・考え方」とは、教科等の特質に応じてどのような視点で物事

を捉え、どのような考え方で思考していくのかという物事を捉える視点や考え方のことで

す。これを踏まえながら授業を展開できるよう、指導案づくり等に取り組んでみましょう。 

以上 
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